






















 

 

 

 
          17 年度 3 次隊 ベネ ズエラ派遣  村 落開発普及員  川畑政憲 

 

現地の写真と 音楽、 そし て字幕で現れるメ ッセ ージ。 総会の出席者はいつの 間に か、 川

畑さんの 活動に惹き こま れてい まし た。  

川畑さん は鹿児島大学の農学部で学び、 薩摩川内市の森林組合で６年 の経験を積 んだの

ち 、協力 隊に 参加し まし た。  

任国は南米ベネズエ ラで 、 職種は村落開発普及員。 活動要請は川畑さ んの経 験の活かせ

る 、熱帯 雨林の保護と住 民への 環境教育の啓発活動でした 。  

 

任地は飛行機とバス を乗 り継い で６ 時間かかる 、グア ラタ ロ村。  

土埃のた つ道路と 、 コ コ ヤシの 樹、 町の中心に はイン ター ネット カフ ェや南 米ら しい家

屋が点々と並 んでい ます 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

帰国発表会

  ①                  ②  

川畑さん はそ こで、 活動計画を 立て、 配属先ス タッフ とも 話し合 いを 進め、 活動に取 り

かかろう とし ます 。 し かし 、 直前に なって 配属先から ボラ ンティ アス タッフ の使える予

算はないと言われます。任地に到着して最初の壁にぶちあたる協力隊隊員。それな ら 、

できるこ とか ら始め よう と、 学校を 訪問し て環境教育の授業に取 り組 みます 。 訪問授業

で確かな 手ごたえを 感じ ながら、 一方で配属先の職員との 関係が希薄になっ てい くこと

も 感じま す。 そんな 中、 川畑さ んは デング 熱に かかっ てし まいま す。 任地で初めての 入

院。 そし て時を同じ くし て配属先は、 職員への給料未払いにより 、 機能しな くな って い

き ます。  

実質上の配属先を失 った 川畑さ んは 、新し い配属先を 探し 始めま す。  

川畑さん は最初の任地よ りさら に、 奥地に入っ たとこ ろに ある 、 先住民を対 象と した大

学にアプ ロー チし、 特別講師と して 働き始 めま す。 新し い配属先で、 川畑さ んは よう や

く 専門的な活動を行 うこ とがで きま した。  

 



    






